
裁 ………決 い書 ﾌﾟﾂ

審査請求人

上記審査請求人から平成２３年９月２６日に審査庁が受理した行政不服審査
法（昭和377､年法律第１６０号。以下「審査法」 と い う。=）に基づく審査請求
について、次のとおり裁決する。　　卜　　　　　 ＼

主　二丈　　‥‥‥‥ ‥ ‥‥

本件審査請求を却下する。

理　 由　　　　　 厂　 ……
Ｉ
… ……､･・　

・ ．・ ．　　　　 ・．･．･･　　　 ．･･　 ．･･

本 件 審 査 請 求 の 適 法 性 に つ い て 審 査 し た 結 果 、 審 査 法 第1/5 条 に 基 づ く 審 査

請 求 書 の 記 載 事 項 に つ い て 、 請 求 人 の 年 齢 、/審 査 請 求 に 係 る 処 分 、 審 査 請 求 に

係 る 処 分 が あ っ た こ と を 知 っ た 年 月 日 、 処 分 庁 の 教 示 の 有 無 及 び そ の 内 容 、 並

び に 審 査 請 求 の 年 月 日 の 記 載 が な い こ と 、 さ ち に は 審 査 請 求 人 の 押 印 が な く 不

適 法 で あ る こ と か ら 、 審 査 法 第 ２ １ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 平 成 ２ ３ 年 ９ 月 ２ ９ 日

Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　　　　　・　　　　　　　　　　●付 け 生 援 第 ４ ６ ７ 号 に よ り 、 同 年 １ ０ 月 β 日 ま で に 審 査 請 求 書 を 補 正 す る よ う

審 査 請 求 人 に 通 知 し た ．　
‥　　

‥　　 ≒　　　 十

し か し な が ら 、 当 該 通 知 に 対 し て 、 審 査 請 求 人 が 審 査 請 求 書 の 補 正 に 応 じ な

か っ た た め 、 本 件 審 査 請 求 は 不 適 法 な も の と 認 め ら れ る ．

よって、本件審査請求は審査法第４０条第１膕の規定により、主文のとおり
’裁決する。卜　　　　　　　　　　　　 ’I

４

平成2.4 年１月１２日

神奈川県知事　　黒岩　祐

Ｑ
Ｆ
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平成２３年８月３１日付け生活保護廃止
決定処分　　　　　。　 ｉ

生活保護法:（昭和２５年法律第１４４号。以下「法」という。）による上記処卜

分に対し、平成２３年８月３ １ 日付けをもって万審査請求人から提起のあうた審
査請求について、次のとお､り裁決する。　　　　　　　　 ‥‥ ‥　　　卜 ’

主 ◇文 ト　　　　 ニ　　　　 ＼　 ‥‥ ‥I　　 ／　　　　　 一

本 件 審 査 請 求 に 係 る 平 塚 市 福 祉 事 務 所 長 が 行 っ た 生 活 保 護 廃 止 決 定 処 分 に つ

い て は 、 こ れ を 取 り 消 す
○　　　　　　　　．　　　　　　　　･、　　

’　レ　　　`／　　　　　
ｌ　ｌ

理 由……

１　事　実
卜 審査19求人jW （以下「請求人」∠鹹 ヽ/う。`）が審奪片に血出した審。

洫請求書及び　躙。、並びに平塚市福祉事務所長（以下二「処分庁」とV うヽ。）
か ら 提 出 さ れ た 弁 明 書 及 び 関 係 書 類 に 基 づ き 、 次 の 事 実 を 認 定 す る。　 ｊ

（１ ） 平 成 ２ １年 １ ２ 月･1 8 日、請 求 人 は 処 分 庁 に 対 し 、生 活 保 護 め 開 始 申 請

フ を 行 い 、 同 日 付 け で 法 に 基 づ く 保 護 が 開 始 さ れ た こ と
○ ･･ ■･　．　　　　　　・●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　４　　・　　　　　　・　■ ●．　　　 ．

（ ２）平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 １ ４ 日 、請 求 人 が ア ル コ ー ル を 摂 取 し て 平 塚 市 役 所 秘 ’

＼　 書 課 で 騒 ぎ を 起 こ し た こ と か ら 、 同 日、処 分 庁 は 請 求 人 に 対 し て 、ア ル コ

ー ル を 摂 取 し 来 所 し な い こ と 、 虚 偽 の 報 告 を し な い こ と に つ い て 、･法 第

２ ７ 条 に 基 づ き 口 頭 指 導 を 行 っ た こ と
○　’‘” 

．●　Ｉ　　Ｉ　
¶　　■　　　．¶Ｉ

(3) ｽﾞ:1 月 り 胤ﾚ 処 分 庁i
●4

察 署 か ら
ヽ

・
卜
｀゜

－
及 ぴ

∧
㎜

X）た め 、 請 永 人 が 現 在 拘 留 さ れ て い る 旨 連 絡 を 受 け た こ と．

冖)Ｑ



（４ ） 同 年 １ ２ 月 ６ 日 、 処 分 庁 は 誚 求 人 か ら 、 （３ ） の 事 実 に つ い て 同 年亅／1
ヶ耳23 日 か も 同 年 １ ２ 月丿 日 ま 弌輯 警 察 署 に 勾 留 さ れ て い 卮 旨 報 告 を

受 け た こ と Ｏ　　
十 ’ ・・・ 。･・ 。　　　　 。･　　･･　 ・ 。　　　　　　　　･ ．ｙ

（ ５ ） 同 日 、ご処 分 庁 は 、 （４ ） の 事 実 に よ り 、一同 年 １ １ 月 ２ ３ 日 か ら 同 年 １ ２

月 ２ 日 ま で 生 活 保 護 を 停 止 し た ご と 。　 ・　　 ミ　 ・　　　　　 ・

（ ６ ）謬 成2  3^1^  4  0
ヽ
緲 芬 庁 にj

嘸
警 察

・
駐 在 鰰 妬

ヽ
請 求 人 が 同

・ 年 １ 月 ２ 日 及 び ３ 日 に 飲 酒 し 、近 所 か ら 通 報 が あ っ た 旨 連 絡 を 受 け た こ と。

（ ７ ） 同 年 １ 月 ７ 日 、｡処 分 庁 ぱ 、 請 求 人 の 今 後 の 処 遇 に つ い で 査 察 指 導 員 協 議

犬 を 行 い √ 法 第2/7 条 に よ る 文 書 指 示 を 行 う 旨 決 定 し た こ と 。

（ ８ ） 同 年 １ 月 １ ３ 日 、 処 分 庁 は 請 求 人 に 対 し 、 同 日 付 け で 次 の と お り 法 第

２ ７ 条 の 規 定 に よ る 文 書 指 示 を 行 い 、 こ れ を 通 知 し た こ･と 。 ’ ∧

① 近 隣 に 迷 惑 を か け な い こ と 。　　　　　　　 ｊ　　　　　　 ＼

② ア ル コ･ ＝-ﾉﾚ の･摂 取 を ひ か え る こ と６　･I　I ･ ゛ ・　l　゙ 　 、゙ I I.･ ･ `　　･゙  ･’｡
W　　　　　　　　　　　　　I

＼③ 生 活 保 護 受 給 中 匕 生 活 缺 況 に 変 動 が あ る 場 合 に は 必 ず 申 告 す る こ と

④ 現 在 の 生 活 実 態 を １ 月 ２ ８ 日 ま で に 報 告 す る こ と 。｡｡｡｡ ・｡　　　　　･･

（ り ） 同 年 Ｌ 月2.1 日 、 処 分 庁 は 請 求 人 か ら 、 文 書 指 示 後 は ア ル コ ー ル の 摂 取

を し て お ち ず 、 近 隣 に も 迷 惑 を か け て い な い 旨 報 告 を 受 け た こ と 。　 卜

（ １ ０ ） 同 年 ３ 月 ４ 白 、 処 分 庁 は 請 求 人 に 対 し 、 ア ル コ ー ル の 摂 取 及 び 近 隣 と1

/ の ト ラ ブ ル が な い 旨 確 認 し た こ と 。 ま た 、 文 書 に よ り 指 導 指 示 し て い る た

め √ 従 わ な い 場 合 は 生 活 保 護 が 停 止 又 雌 廃 止 に な る 旨 説 明 し た と と 。

（ １ １ ） 同 年 ５ 月 ２ 日 、 処 分 庁 は 請 求 人 に 対 し 、ア ル コ ー ル の 摂 取 及 び 近 隣 と

の ト ラ ブ ル が な い 旨 確 認 し た こ とレ ま た 、 文 書 に よ り 指 導 指 示 し て い る た

め 、 従 わ な い 場 合 は 生 活 保 護 が 停 止 又 は 廃 止 に な る 旨 説 明 し た こ と 。二

(1  2) 同 年 ６ 月 ３ 日 、 処 分 庁 は 請 求 人 に 対 し 、 ア ル コ ー ル の 摂 取 及 び 近 隣 と ・
。　　　　　　゜・　　　　　　　　　。．　　　ｊ．　　　　　　　　　　　　　　・ 

ゝ　・　　Ｉの ト ラ ブ ル が な い 旨 確 認 し た こ と 。 ま た 、文 書 に よ り 指 導 指 示 し て い る た ・

め 、 従 わ な い 場 合 は 生 活 保 護 が 停 止 又 は 廃 止 に な る 旨 説 明 し た こ と 。ノ

(13) 同 年 ７ 月 ５ 日 、 処 分 庁 は 請 求 人 に 対 し 、ア ル コ ー ル の 摂 取 及 び 近 隣 と

の ト ラ ブ ル が な い 旨 確 認 し た こ と 。 ま た √文 書 に よ り 指 導 指 示 し で い る た

め 、 従 わ な い 場 合 は 生 活 保 護 が 停 止 文 は 廃 止 に な る 旨 説 明 し た こ と 。

(14) 同 年 ８ 月 ５ 日 、 処 分 庁 は 請 求 人 に 対 し 、 ア ル コ ー ル の 摂 取 及 び 近 隣 と

の ト ラ ブ ル が な い 旨 確 認 し た こ と 。 ま た 、j文 書 に よ り 指 導 指 示 し て い る だ

め 、 従 わ な い 場 合 は 生 活 保 護 が 停 止 又 は 廃 止 に な る 旨 説 明 し た こ と 。

(1  5) 桐 牟 齔 月 １ ９ 臥 処 分 庁 は
ー

病 院 か ら 、 請 求 人 が 夜 間 救 畚 搬 送
、　　　　　　ｌ　　　　　　　・　　　　　｜ 丶･

・1 °ﾀﾞ



……され るこ と が 頻繁 にあ り、医 師 に 暴 言 を 吐 く等 の迷 瑯 行 為 鮗 あう た。韋 た、
㎜　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

厂 ア ル コｙ=-ﾙ の摂 取 によ る酩酊 状 態 も 見 ら れ た 旨連絡 を受 け た こ と。:　 ＼

（:16 ） 同 年 ８ 月 ２ ２ 日 √ 処 分 庁 は ㎜ 吶 院 に 対 し
、(1  5) の 事 実 に つ

I　I　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’ ¶’､IM･--.S-.II!1･･･1 ｡･. I　　　　｡　　・　■　　　　　　　　　 ■
い て 詳 細 を 確 認 し た こ と ．　　　　　 、　　 ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥　 ‥

二: 同 白 、 処 分 庁 は √ 請 求 人 の 今 後 の 処 遇 に つ い て 査 察 指 導 員 協 議 を 行 い 、

文 書 指 示 を し て い た に も か か わ ら ず 迷 惑 行 為 や ア ル コ ー ル め 多 量 摂 取 が

あ り 指 導 指 示 違 反 と な る た め 、弁 明 の 機 会 を 付 与 し 、今 後 の 処 遇 を 検 討 す

∧ る ど の 結 論 に 至 っ た ご と．　　　　　　 十　　 △　　 ∧　　 … ……

(17) 伺 年 ８ 月 ２ ３ 日4 処 分 庁 は 請 求 人 に 対 し 、同 日付 け ２ ３ 平 福 第 １ １ ５

１　０ 号 に よ り 法 第 ６ ２ 条 第 ４ 項 に 基 づ く 弁 明 の 機 会 の 付 与 に つ い 七 通 知 レ

ト た ご と ．し　　　　　 ユ　ト　　　 ト　　　　　　　　 ／　　　 ．．　 ＼

（１ ８ ） 同 年 ８ 月30 二日 、処 分 庁 は 請 求 人 か ら 、文 書 指 示 を さ れ た こ と が な い
■　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　．　　　　　　●　　　　　　　　　・　　　・

气旨 申 し 立 て を 受 け た た め 、弁 明 め 機 会 は 明 日 ９ 時 に 設 け て お り 、正 当 な 理
■　■　　　■　　　●　　　　　・　　Ｉ　　　　　・　　　・　　　　　　　●

二 由 が な く 来 所 し な い 場 合 に は 処 分 を 行 う 旨 説 明 し だ こ と､ そ の 際 、請 求 人

）が 飲 酒 し て い る こ と を 確 認 し た こ とｊ ．．･．　･･．･．　　　　　　　 ・ ．･

（ し9 ） 同 年 ８ 月3 1 Fi 、 請 求 人 は 、（ １ ７ ） の 事 実 に よ る弁 明 の 機 会 に 出 席

卜　 し な か っ た こ と ．ニ　　　　　　　 ト ・　　　
づ　　　　　 二　　　　　 二

(2  0) 同 日 、 処 分 庁 は 、(1  9) の 事 実 を 受 け 査 察 指 導 員 協 議 を 行 い 、 来 所

し な か っ た こ と に 正 当 な 理 由 が あ る と は 言 え ない と し て 、同 年 ９爿 １ 日付 ヽ

け 生 活 保 護 廃 止 決 定 処 分 （以 下 「本 件 処 分 」 とい う．） 滄 行 っ た こ と．

２　請求人の主張　　　 ダ　　　　　 ＼　　　　 ＼　　　　　　　　　　　二
請求人の主張は概ね次のとおりど解される。ヘ　　　ニ　　　　　 ダ ／

アルコールを摂取したのは正月のお神酒のみである6 文書指示以降処分に
至るまでの間にアルコールを摂取したという事実はなく、処分は不当である。
したがっで、本件処分を取り=稍すとの裁決を求める。　　 二‥‥　‥

‥ ‥

３　 処 分 庁 の主 張　　　　　　　 ミ　 し　　　　　　　　 ・　　　　　 匸　 卜
処 分 庁 の 主 張 は 概 ね 次 め どお り と解 さ れ る．　　　　　　　 尚　　　 ／　 ／

ｊ 処 分 庁 は 、 請 求 人 が 平 塚 市 役 所 秘 書 課 で 騒 い だ こ と√ ア ル コ ー ル を 摂 取 し

■　　　　I　　　　　・　　.　 ●　　　　　　・ ■　　　　　III　　　　　　　　　　　　　　　I
て い た に も か か わ ら ず 、 摂 取 し て い な い 等 の 虚 偽 の 報 告 を し た こ と に よ り、 ‥

最
仙 と

白 頭 指 咢 を冊 い
ヽ
モ 朗1 も 近 所 の 寺 に

－lﾑ ㎜
ダ 賺 二 と

ヽご
ア ル コ ー ル を 摂 取 し 近 隣 と の ト ラ ブ ル が 続 い た こ と か ら.、 法 第 ２ ７条 に 基 づ

l
ａ ７１ ’



き 文 書 指 導 を 行 っ た 。 誚 求 人 に 指 導 す る 際 は 、 査 察 指 導 員 同 席 の 上 、 法 第 ２

マ 条 第 １ 項 の 主 旨 を 説 明 し 納 得 を 得 て い る 。 請 求 人 め 〕「文 書 指 導 さ れ た こ と

が な い 。」 と の 主 張 は 事 実 で ぱ な い6　　　　　　　　　:　　 ‥　 ‥‥　 ‥ ‥‥‥

二 ま た 、卜 請 隶 人 が 来 即 し た 際 に ア 歩 コ ー ノと･?）摂 取 の 有 無 、 迷 惑 行 為 が な い か

を そ の 都 度 確 認 し 、 文 書 指 示 に 従 わ な い 場 合 は 生 活 保 護 が 停 止ｻ又 は 廃 止 に な

る 旨 説 明 し 、 了 承 も 得 て い た 。 被 保 護 者 は 、 保 護 の 実 施 機 関 が 法 第 ２ ７ 条 の

’・　・　｡　’･　●　　　　　　　　　　　　III　　　　　　　　　　　’｡　’･ 1　　 ●　、　　　　｡　･I
規 定 に よ り 指 導 指 示 を し た ど き は 、 こ れ に 従 わ な け れ ば な ら な い ど 規 定 さ れ

弌 おりご請余人の･－ 病院ｻｅのたび蛍なる迷惑疔御は指導指示違反 判々
断せ ざるを得 ない。　　　　　　 卜　　　　　　　 一　　　　　 ご

請求人には弁明の機会を付与してお り４弁明を行う日時等も承知している。

にもかかわらず、通知した日時に来所しなかったことに正当な理由があると

は言えない。　　　　　　　　 ‥ ノ　　 ‥　　　　　　 卜　　’
したがって、こ本件処分は、最低生活め維持向上又は健康の保持等に努めて

いない等被保護者としての義務を怠っていると認められる者に対して行う法

第２７条の規定に基づく指導指示に、請求人が従わなかったことにより行っ

たものであり、法の主盾を逸脱するもので､はないＯ　　　｡ ！　　　　　■　､■I　■･
よって 、本件審査請求に対し棄 却の裁決を求める。　　　　　 ∇二

４’ 判　･断　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　卜　　　　　　十　　　　　･．・　厂

本 件 審 査 請求 につ い て は 、 以 上 の 事 実 及 び 請 求人 、 処 分 庁 の 主 張 を 踏 ま え 、

次 の とお り判 断ず る．　　　　　　　　　　 ／　　 ・．・ ．･･．･　　　．．･．　･･　 ．・

法 に よ る 保 護 は 、 生 活 上 め 義 務 に つ い て 、 「被 保 護 者 は 、 常 に 、 能 力 に 応

じ て 勤 労 に 励 み 、 支 出 の 節 約 を 図 り 、 そ の 他 生 活 の 維 持 、 向 上 に 努 め な け れ

ば な ら な い 。 」 （法 第 ６ ０ 条 ）回 と 定 め て い る 。

ま た 、 保 護 の 実 施 機 関 は 、卜 「被 保 護 者 に 対 し て 、 生 活 の 維 持 、 向 上 そ の 他

閹　　　
、　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　－

保 護 め 目 的 達 成 に 必 要 な 指 導 又 は 指 示 を す る こ と が で き 」 （法 第 ２ ７ 条 第 １

項 ）二 被 保 護 者 は 、 保 護 の 実 施 機 関 が 法 第 ２ ７ 条 の 規 定 に よ り 、 「被 保 護 者

■　　　・　　　　　　　　　　　　　　　■　　　・　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　●|に 対 し 、’必 要 な 指 導 又 は 指 示 を し た と き は 、 ご れ に 従 わ な け れ ば な ら な い 。 」

（法 第 ｛52 条 第 １ 項 ｝= と さ れ て い る 。 さ ら に 、1保 護 の 実 施 機 関 は 、 被 保 護 者

が 法 第 ３ ７ 条 の 規 定 に よくる 「義 務 に 違 反 し た と き は 、 保 護 の 変 更 、 停 止 又 は

廃 止 を す る こ と が で き 卜 （法 第 ６ ２ 条 第 ３ 項 ） 、 こ の 場 合 に は 、 「当 該 被 保

護 者 に 対 し て 弁 別 の 機 会 を 与 え な け れ ば な ら な い 。 」・（法 第 ６ ２ 条 第 ４ 項 ）

μ) ３



と 規 定 さ れ て い る 。　　　　　　　　 ／ 犬　　　　　　　　　　　　 し　　 ／

法 第 ２ ７ 条 に よ る 指 導 指 示 を 行 う 場 合 に つ い て は 、 「生 活 保 護 法 に よ る 保
・　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　Ｉ　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　 、　　　　。

護 の 実 施 要 領 に う い て 」 （ 昭 秬38 年 ４ 月 １ 日 社 発 第 ２ が6 号 厚 生 省 社 会 局

長 通 知 ご ）犬
第 ｌ ｉ － ２ － (1)  - シ に お い て 、 「最 低 生 活 の 維 持 向 上 夊 は 健

諫 め 保 持 等 に 努 め て い な い 等 被 保 護 者 と し 七 め 義 務 を 怠 っ で い る こと 孱 め ら れ

さ）と き 。丁 と さ れ 、 被 保 護 者 が 書 面t こ よ る 指 導 指 示 に 從 わ な い 場 合 は 、△局 長

通 知 第11-2-  (4) 。に お い て 「必 要 に 応 じ て 法 第 ６ ２ 条 に よ･り 所 定 の 手
・　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・､･

｡
続 を 経 た う え 当 該 世 帯 又 は 当 該 被 保 護 者 に 対 す る 保 護（?:）変 更 、 停 止 又 は 廃 止

を 行 う こ と 。Ｊ ｉ
と さ れ て い る 。 ま た 、 法 第 ２ ７ 条 の 規 定 に よ る 指 導 指 示 に 従

。　’　　　　　　　　　・　　　　　　●　　　　　　。　　　　 ■･■　■･　　　　　・　　　・わ な い 場 合 の 取 扱 い の 基 準 に つ い て は 、 Ｊ「生 活 保 護 法 に よ る 保 護 の 実 施 要 領

の 取 扱 い に つ い て 」 （ 昭 和38 年 ４ 月 １ 日 社 保 第 ３ ４ 号 厚 生 省 社 会 局 保 護 課

長 通 知 。 以 下: 「 課 長 通 知 」 と い 与 。 ） 第 １ １ の １ に お い で､ 保 護 め 変 更 に よ

るﾉこ と が 適 当 で な い 場 合 はr 保 護 を 停 止 す る こ と 匸 と し 、 保 護 を 停 止
し
し た 後

に お い て も 引 き 続 き 指 導 指 示 に 従 わ な い で い る 場 合 に は 、 「 さ ら に 書 面 に よ

る 指 導 指 示 を 行 う こ とごと し 、 こ れ に よ っ て も な お 従 わ な い 場 合 は √ 法 第 ｀62

条 の 規 定 に よ り 所 定 の 手 続 を 経 た う え 、 保 護 を 廃 止 す る こ と 。 Ｌ ど さ れ て い

・　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　。･ ｉ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊる 。 た だ し 、 「 （！ ） 最 近 １ 年 以 内 に お い て 当 該 指 導 指 示 違 反 の ほ か に 、･文

書 に よ･る 指 導 指 示 に 対 す る 違 反 、 立 入 調 査 拒 否 若 し く は 検 診 命 令 違 反 が あ っ

た と き 。 （ ２ ） 法 第 ７ ８ 条 に よ り 費 用 徴 収I め 対 象 と な る べ き 事 実 に つ い て 以

後 改 め る よ う 指 導 指 示 し た に も が か わ ら ず 、 こ れ に 従 わ な か づ た と き 。 （ ３ ）

保 護 の 停 止 を 行 う こ と に よ うｻ（ は 当 該 指 導 指 示 に 従 わ せ るこ と が 著=し く 困 難

で あ る と 認 め ち れ る と き √ ） の い ず れ かl こ 該 当 す る 場 合 は 、 改 善 の 見 込 み が

乏 し い た め 、 上 記 の 手 続 を 踏 ま え ず に ミ 「保 護 を 廃 止 す る こ と 。 」= とごさ れ て

1/丶る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヶ　　　　　 ・　　　 Ｊ　　　　　　 レ ：j

さ ら に 、 文 書 に よ る 指 示 を 行 づ て も 正 当 な 理 由 な く 文 書 指 示 に 従 わ な い 場

合 に は 、レ 「生 活 保 護 行 政 を 適 正 に 運 営 す る た め の 手 引 に つ い て 」 （平 成 １ ８

,年 ３ 月 ３ ０ 日 社 援 保 発 第 ｏ＼330001ﾚ 号 厚 生 労 働 省 社 会= ・ 援 護 局 保 護 課 長
ｉ　　　　　 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　¶

通 知 √ ） 】I市 ２ に お い て 、 「ヶ －･ ス 診 断 会 議 に 諮 る 等 組 織 的 に 十 分 検 討 の う

え 、 弁 町 の 機 会 を 与 え る 等 法 第 ６ ２ 条 第 ４ 項 に よ る 所 定 の 手 続 を 経 た う え で

保 護 の 変 更 、 停 止 苳 は 摩 止 を 行 う 。 」 と さ れ ず い る 。　　 ・ 。
。・･･ ・　　

。
・

す な わ ち 、 法 第 ６ ２ 条 第 ３ 項･ に 基 づ く 保 護 の 廃 止 は 、 最 も 重 大 な 処 分 で あ

る こ と/か ら 、j保 護 め 停 止 や 変 更 に 止 ま ら ず 保 護 の 廃 止 を す る に は 、 被 保 護 者

の 要 保 護 性 の 程 度 √ 違 反 行 為 に 至 る 経 緯 や 違 反 行 為 の 内 容 、 保 護 の 停 止 に よ

ｌ Ｏｙ



つては、被保護者を当該指導指示に従わせることが著しく困難であるか等を
総合的に考慮し、慎重に検討されなければならないと､されている。卜 １

＝　これ幸本件処分につい七命ると√処分庁が請求人に幇し、平成２３年１月

．１３日付けで行っ立 法第２７条に基づく文書による指導指示は√アルコール

Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．　、●　●　　¶の摂取による近隣とのトラブルや警察沙汰のトラブルが続き、レノケーメワーカ

こ の指導にも従わないことかも、I法第 ２７条に基づく 口頭指導 を踏まえ、法

第６０条に規定されている生活上め義務の履行を求めたものと認められ、指

示内ご霽において違法不当な点はない．･　　　　　　 ▽　　 卜
士　 … …１

次 に 本 件 処 分 め 相 当 性 に つ い て は √ 処 分 庁 は √ 上 記 に よ る 指 導 指 示 に 請 求
・　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　 ●　　　　　　　●　　　１　　　　　　　　。　　 ●　　　　　　　Ｉ

人 が 従 わ な か っ た と じ て 本 件 処 分 を 行 っ た も の で あ る‘が4 審 査 庁 が 認 定 し た

事 実 を 踏 ま え る と √ 課 長 通 知 第 １ １ の1j に お い て 、/改 善 の 見 込 み が 乏 し い と
●。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

し て 保 護 を 廃 止 す る 際 の 基 準 と さ れ る 千 （ １ ） 最 近 １ 年 以 内 に お い て 当 該 指

導 指 示 違 反 の ほ か に 、 文 書 に よ る 指 導 指 示 に 対 す る 違 反 、 立 入 調 査 拒 否 若 し

く は 検 診 命 令 違 反 が あ っ た と き い 」ﾉ又 は 「 （ ２ ） 法 第 ７ ８ 条 に よ り 費 用 徴 収

の 対 象 と な る ぺ き 事 実 に つ い て 以 後 改 禎 る よ う 指 導 指 示 し た に も か か わ ら ず 、

■　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　 嵋　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　丶こ れ に 従 わ な か っ た と き 。」 に 該 当 す る と は 認 め ち れ な い 。

ま た 、 処 分 庁 は 、 平 成 ２ ３ 年 １ 月1 13 1 ≡|付 け で 文 書 に よ る 指 導 指 示 を 行 っ
㎜■　　　　ａ

■　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　，　　　　　Ｉ ・
て 以 降 √ 同 年 ８ 月 １ ９ 日 に

㎜
病 院 が ら 鱇 求 人 の 迷 惑 行 為 にう ぃ て 苦 情

を 受 け る ま で ほ ぼ 毎 月 、 請 求 人 が ア ル コ ー ル の 摂 取 を し て お ら ず 近 隣 に も 迷

惑 を か け て い なy ヽ旨 確 夥 し て お り 、 こ の 間 請 求 人 は い
処 分 庁 の: 指 導 指 示 に 従

っ て い た と 認 め ら れ る 。 指 示 を 守 ら ず 迷 惑 行 為 を 行 っ た 請 求 人 に 問 題 が あ っ

､
た こ と は 杏 定 で き な い が 、 再 び ア ル コ ヤ ル の 摂 取 に よ る 迷 惑 行 為 が あ っ た こ

㎜　　　　　　 ■。　　 ひ　　　　　　　　　　　 ’　　　　　　　-｡ ‘･　　　　　　　　　　　　　 、丶　　　　｜　　　 ●　　・　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　 丁　　・
と 、 弁 明 の 機 会 に 出 席 し な か っ た こ と を も っ て し て も 、 「 （3 ）/ 保 護 の 停 止

Ｉ　　　　　　　　　 ●　　　　　・　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　 ¶
を 行 う こ と に よ っ て は 当 該 指 導 指 示 に 従 わ せ る こ と が 著 し く 困 難 」 で あ っ た

僵　　　　　　 、　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ
と は 認 め ら れ な い 。　 卜　　 ＼　 十　　　　　　　　 ダ

、■　　　 ｉ　。　　･･　 ●　　　 ¶　　　　　　　　　　　　 －　　　 ｜し た が っ て 、 本 件 処 分 は 、 保 護 の 停 止 等 の よ り 軽 い 処 分 を と ら ず 、 直 ち に

最 も 重 い 保 護 廃 止 処 分 が 行 わ れ て い る こ と か ら に 処 分 の 相 当 性 を 欠 い て い る

と 認 め ら れ 、 不 当 で あ る と 言 わ ざ る を 得 な い 。　　　　　　　　 よ

次に、本件 処分に至`る手続 きについては、卜文書に よるー指示を行 づて も正 当

な理由な く文 書指示に従わない場合には、 「ヶ－ス診断会議に諮る等組織的

｛ Ｏ
ｙ



に 十 分 検 討 」 す る･ よ う 求 め ら れ て い 名 ど こ ろ 、 本 件 処 分 に お い て は 、 課 長 通

●　　　　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　 ■　■
知 第 １ １ の １ に 基 づ き 、 保 護 の 変 更 、 停 止 文 は 廃 止 の い ず れ を 適 用 ず る か に

つ いヽ て 検 討 が 行 わ れ て お ら ず 、ﾀﾞ手 続 き 上 の 瑕 疵 も あ り､不 適 切 で あ る丁 卜
¶　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　 ●　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
ま た 、 行 政 手 続 法 （平 成 ６ 年 法 律 第 ８ ８ 号 ） で は 、 。「行 政 庁 は 、 不 利 益 処

分 を す る 場 合 に は 、 そ の 名 あ て 人 に 対 し 、 同 時 に 、 当 該 不 利 益 処 分 の 理 由 を

示 さ な け れ ば な ら な い 。 」 （同 法 第 １ ４ 条 第 １ 項 ） と さ れ 、レr 不 利 益 処 分 を

書 面 で す る と き は 、 前 ２ 項 の 理 由 は 、｡書 面 に よ り 示 さ な け れ ば な ら な い 。 」

（同 条 第 ３ 項 ） と 規 定 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 処 分 理 由 ぱ 、 ど の よ う な 事 実

に 基 づ き 、 ど の よ う な 法 的 理 由 に よ り 当 該 処 分 が 行 わ れ た の か √ 処 分 の 名 あ

て 人 に お い て 十 分 認 識 し 得 る 程 度 に 示 す こ と が 必 要 と 解 さ れ て い る6 し か し

な が ら √ 本 件 処 分 に お け る 保 護 廃 止 決 定 通 知 書 め 理 由 欄 に は 「所 の 指 導 指 示

に 従 わ な い た め 」 と 記 載 さ れ て い る の み で あ 叭 廃 止 決 定 の 理 由 が 十 分 認 識
･-　。’　　　　　　　　｀･　　　　　　　　　　　 ‘　･．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ
し 得 る 程 度 に 付 記 さ れ て い る と は 認 めIら れ な い 。 よ っ 七 、 行 政 手 続 き に お い

”　　　　　　　・　　　　　　I
●　　　　　　　　　　　I|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・で 瑕 疵 が あ る と 認 め ら れ る 。＼　　 づ　　　　　 １　　・ 

。･　●　
１
｀　　　　　　・

以上により、本件審査請求は理由･があるので、/行政不服審査法（昭和３７
年法律第１ ６ ０号）第４０条第3 ’項の規定により、主文のとおり裁決する。

平成２４年２月１０日

神奈川県知事‥ 黒岩

{山


